




1.研究計画ならびに研究方法 

過去 3年間の研究は次の如き計画にそって行うこととした。 

A)内分泌、代謝疾患の急死(突然死)の研究 

1)対象は次の如く計画した。 

a)すでに内分泌、代謝疾患と診断が確定している児が急死(突然死〉した場合。これは広義

の SIDS に含まれないが、症状などが安定していて、通常では急死すると予測されない児が

突然死した場合、広義の SIDSに準ずるものと考えられ、その病態などの追求はSIDS 病態

研究の重要な資料となり得ると考えられる。 

b)突然死または未然型突然死の児で、後日の検索にて内分泌、代謝疾患と判明した場合。

これは広義の SIDS に分類されると考えられた。2)研究方法 a)上記対象児の症例を詳細に

検討する。 

b)アンケート調査。全国小児科を対象施設として、上記の対象児について頻度、状況など

を調査する。 

B)SIDS または未然型 SIDS の検討 

1)対象は狭義 SIDS(死亡、剖検例)または未然型 SIDS(救命例)とした。 

2)研究方法 

a)死亡例 SIDS の内分泌腺について組織学的再検討を行う。特に副腎、膵、甲状腺を重点的

に検討する。 

b)未然型 SIDS について血液生化学、ホルモン動態の研究、ならびに筋生検組織について形

態学的に代謝病態を研究する。C)新生児、未熟児についての追跡 

1)対象は部立築地産院出生の新生児、未熟児。 

2)研究方法 

prospective および retrospective に、一般新生児、未熟児の SIDS(広および狭義)につい

て検討する。 


